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口 〇 〓 前 斉 珊 付 難 叫 ｒ 当 ｃ 言 マ 寸 嗜 高 眺 哨 沖 仰

・ 韓 ド ″ 中 洋 言 郎 叫 ぷ

・ 附 ３ 団 小 叫 郁 叫 ぷ

ギ 的 拙 簿 計 神 ｈ む 革 辞 ト コ 【 決 携 せ
，

内 部 け 朽 尉 一 コ 付 小

判 ω 均 手 ｆ Ц い 州 僻 母 Ｂ 伊

↓ 貯 藤 、 ／≡ ′ ヤ イ ハ ン 鮒 叫 伊

ヰ 的 ０ 母 酎 罰 ヽ 沖 ＞ 改 用 用 ■ Ｈ ｒヽ 寸 付 叫 ■

榔

|
I
E
付

騨

珊 ヨ 地 手 ― 屯 跡 州 郁 母 ３ か

― 沖 癖 炭 ヤヽ ７ ． 州 ＞ 用 叫 か

対 障 地 手 ― 吼 い 州 郁 母 Ｓ か

↓ や 耐 上 ， マ ７
． 対 ＞ 爵 叫 か
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0 田 庫 隅 耐 才 キ 騨 中

印 刑 学 酎 小 母 音 Ｊ 測 戸 撃 洋 ′ ＝ 部 一 ソ 鮮 叫 叫 キ

常 じ 卦 訃 付 Ｇ 料 ″ 阿 ３ 母 神 早 郁 叫 伊

０ 刑 単 母 州 叫 サ ロ 剤 こ ′ 撃 洋 夕 ＝ 詳 言 郁 叫 叫 叶

半 じ 難 群 郁 ⊂ 引 ′ 側 ３ 酎 和 早 郁 叫 か

〇

＞ 肥 庫 麟 洋 郡 郎 即 嗣

的 〇 付 帥 団

口 田 庫 隅 ｓ 冊 卦 」 聞

＞ 刑 準 酎 却 寧 サ ” 測 Ｆ 半 洋 ′ ＝ 詳 言 郁 叫 叫 叶

… ‐ ‥ 　 ― 　 　 　 ド け 部 裂 即 壁 氏 い ｒ 側 田 樹 沖 峰 鮮 Ｈ 伸 　 ‐
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聞
則 騨 団

Ｓ 脚 □

↓ ‐ 阿 Ｂ 団 小 早 郁 叫 ぷ

蝉 章 希 Ｌ

問 障 ０ 帥 ヨ ′ 半 祥 ０ 耐 ヨ 付 叫 伊

汁 幹 州 郁 叫 か

ン 爵 郁 抑 叫 こ 球 毬 口 ■ 吊 酎 耳 ０

「 せ 十 時 伴 苫 Ｌ 一 ｒｔ ＞ ゴ ′ い 皿 ９

免 ′ 羊 ． ９ 引 高 剛 ハ

■ 口 附 酎 耳 ８ 対 単 ■ 付 げ 瓦 か

耐 識 ヽ ― 戸 □ 珊 削 ＞

↑
問 雌 ８ 中 帆 む 郁 撃 洋 一 品 抑 リ

沖 闘 叫 即 冊

め ＝ ０ ↓ 曽 郁 叫 か

炭 せ 〓 ロ ロ‐，
‐‐ 抑 ｕ

一

前

1 
付 母 九 伽

苗 障 ０ 中 暁 む 併 刑 半 酎 神 叫 ９

コ 珊 付 叫 伽

刑 準 酎 小 母 サ 巾 測 も 討 中 性 静 高

撃 洋 ′ 坤 洋 す 鮮 討 ⊂ コ 叫 引

一　 ・ 蒜 斉 附 耳 ン 討 辞 Ｇ 球 革 出

． 当 剛 ９ 餅 沖 母 辞 抑 伊

ヽ 「 苗 付 ０ 幹 洋 昴 副 田 酎 ぎ 叶 州

Ｔ よ マ 高 軸 沖 ｕ

降 晋 ） 当 剛 ９ 薄 測 口 常 寺 こ

Ｔ ヘ マ 輸 軍 書 力 ′ 囃

問 障 ０ 眺 ま ′ 半 洋 ０ 描 旨 付 叫 か

■ ド い Ｄ 前 読 斗 斗 Ｎ ヤ

〓 耐 討 ヽ 十 戸 □ 珊 削 ン

ヰ 蝉 車 瑞 Ｌ

〈 ゆ 帥 付 平 吐 耳 か ）

口 神 封 眺 靖 単 手 辞 洋 納 議 高 ン ゴ 伊

・ ゆ 帥 付 平 キ 耳 計 ぶ ′ か 瑚 付 叫 い

ヰ 沖 州 辞 叫 ぷ

Ｓ 当 跡 州 ０ ↓ ヨ 郎 叫 伊

じ 当 炭 フ 羊 ． 一 鮒 掛 リ

由 障 ９ 中 暁 む 郁 撃 洋 高 帥 沖 ｕ

ｃ 曲 冊 け 州 ９ ↓ 晋 郎 叫 ぶ

，
ｔ 工 高 軸 抑 ｕ

刊 準 酎 却 母 寸 観 測 む 討 中 帆 む 高

撃 洋 ノ ■ 詳 ↑ ン 郁 請 ｃ 抑 叫 伽

研 料 ０ コ 珊 郁 叫 伊

〓 輸 斉 剛 耳 ン 討 付 Ｇ 丼 革 ”

当 剛 ０ 母 神 早 付 抑 伊

・ 苗 障 ０ 中 性 す 席 刊 学 酎 神 母

０ コ 珊 郁 叫 か

ふ 酵 讐 〉 詳 貯 ＞ 鉾 ほ ぼ

…
ヤ 航 離 ば 帥 ｏ 酌 ｍ
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ヰ 貯 瑚 郁 叫 仰

斗 蝉 章 希 こ

苗 障 ０ 中 暁 古 付 華 洋 一 瑞 部

■ 神 騨 跡 朝 ０ ↓ ヨ 付 叫 伽

↓ え ′ 羊 ． 百 酬 ｕ

ン 用 郁 コ 叫 」 針 革 ” ′ 耐 討 ヽ Ｉ Ｔ

コ 珈 計 抑 刑 ＞

耐 む ′ ゆ 州 ８ ↓ ヨ 付 叫 ぷ

耐 む フ え ツ Ｙ 〓 鮒 沖 リ

一 　 中 帥 中 ン 贈 珊 抑 ド 岬 帥 抑 ヤ Ｔ 鮮

問 障 ０ 中 性 む 併 刊 半 酎 榔 騨 ８

コ 珊 郁 叫 仰

刊 芋 餅 神 叫 サ ロ 刑 む 討 中 氏 け 高

幹 洋 ′ ＝ 部 言 郎 前 Ｇ 抑 叫 伊

け 料 ０ コ 珊 鮮 叫 伽

〈 ＝ 晋 〉 ＝ 斗 叶 靖 母 専 ９ コ 珊

↓ 　
・ 当 剛 ８ 針 小 母 付 騨 伽

t

苫 ― ＝ ピ 付 副 耳 か

当 剛 ０ お 測 付 叫 か ０

中 ，
期 畦 磯 嗣 岬 鰐 距 蝸
ぢ け 学 Ｊ

十 日 ■ ）

耐 本 Ｗ 十ヽ Ｔ 削 ン ′ 回 排 剛 ＞

鮮 車 希 戸 ヨ 耐 ′ 対 酎 け ぎ 庁

も ｕ 脚 ０ 鞘 年 い 言 報

― 却 ヾ 郁 副 Ｓ か

剛 ０ 薄 測 付 叫 出 〕 ０

コ ・ 洋 団 耐

洋 ， 排 「 卜 球 喘

仲 「 副 苗 団 嗣

ユ 罫 副 甜 高 剛 前 ・ 前 耐 郁

坤 Ｈ ′ヽ 時 年 削 ＞ 叫 碗

ン 酎 神 母

９ 帯 釧 ■ 斗 ■ コ



冊 “ 域 手 ― 吼 前 寺 Ｕ 郁 肺 炭 ぶ １ 剛 ３ 酎 帥 母

当 　 　 　 Ｌ 　 　 　 　 　 　 　 　 耐

ｓ □ 樹 □ 冊 　 　 む フ ロ

開 　 　 　 　 　 　 ―

口 ０ 拙 や ф 域 手 ― も 前 さ む 郁 い 免 伊 ↓ 剛 コ 団 州 早

ユ ０ ↓ 〇 〇

冊 中 脚 汁 ≡ 一剛 斉 需 団

・ 苗 付 ０ 撃 洋 昴 副 高 酎 ご 叶 料 Ｔ へ 王 靴 沖 ｗ

一 田 【 〇 〇

こヽ
Ｓ 耐 田

斜 ‐ 耐 消 抑 や 鞘 脚 レ 隅 ム ー ‐ …

神 聞 即 付 叫 む フ 扇 斉 需 囲

剛 ３ 餅 神 ｑ

（ 跡 帥 付 平 ■ 耳 伊

・ 中 封 引 的 単 ▼ヽ 郎 中 皿 ９ 甘 ｕ ｔ ♪

ン 討 伊

（ 尚 讐 ）

幹 州 ９ ↓ 曽 郁 叫 伊

↓ ，当 剛 ０ 酎 神 寧 鮮 コ 伊

一 ・ 刊 ン 均 榊 柳 判 付 抑 母 性 ロ

開 加 河 ８ 甘 ュ ぜ コ 珊

・ マ ヾ 習 ▼ 単 ≡ せ ９ 南 当

〓 潮 胸 Ｂ 並 珊

・ 単 卜 せ 料 薄 け 跳 叫 ′ ＝ 難 叫 対 単 手

郎 洋 引

蘭 螢 〕

・ 耐 む ソ

白 騨 神

キ 騨
当 副 ０ 酎 神 早 付 抑 母 革 ”

Ｔ へ ▼ 一 田 帥 沸 ｕ

・ 滞 帥 河 郎 寺 郎 瓦 ｕ 宣 日 前 討 バ

く 　 〓 ′ ハ

ロ 珊 罪 韓 郁 む 〉 一 叫 い

白 廿 ― 却 ヾ 鮮 酬 Ｓ か

Ｌ ” 郁 “ 叫 亀 副 □ ）

瑚 い 打 爵 剛 ９ 中 Ｈ ′ Ч 崎 剛 ＞

回 鞘 即 ０ 叫 Ｇ サ ン

〓 神 弾 尚 撃 捕 再 ■ 弾 常 満 蝉 も

世 ヤ 洋 郁 郎 ざ 叫

９ 薄 測 郁 叫 伊 Ｏ

狩 州 ０ ↓ き 郁 叫 か

回 粗 ３ 郁 甫 叫

神 　 ゆ 州 ０ ↓ ヨ 郁 叫 伊

一 　 ・ 瑠 蜘 酬 脚 Ｗ 哨 ”

〓 ン 闘 叫 即 認



ラ

丁 ド ｏ 打 耐 計 汁 熱 沸 済 ⑮ 遡 鋼 鮒 ｖ

闘 錨 岬 脚 竜 蛸 那 僻 観 測 脚 轡 骰

椰 け バ 餓 助 か 。

” 灘 剛 潮 畢 付 蛇 Ｔ 串 拶 ギ ゆ

付 部 測 叫 榔 ｏ （ け 地 脚 や

” 挑 ｔ Ｔ 耐 捗 帥 僻 廿 戦 叫 。 輸 ｏ が ）

” 帆 脚 ― 岬 〕 貯 脚 部 僻 器 か 総 秒 割 ｗ

Ｈ 辞 蛇 亨 排 俳 ＄ 騨 珊 辞 弟 冊 離 骰 げ

持 ｔ Ｔ 斗 い 。

せ 圏 翠 脚 齢 脳 Ψ 斡 Ｗ ∵ 郎 Ｎ サ 割

＞ 討 い 。

“ 蝉 珊 〈 い Ｇ 艦 的 ｏ め ９．
芋 対 ０

” 醜 帥 鞘 串 わ 即 胸 硝 沖 祥 測 叫 ｏ

Ｈ 磯 脚 ０ 洲 鮒 帥 コ 欝 灘 研

い 榔 母 ン ざ 鮮 的 め 欝 灘 帥 （ 出 せ

日 耐 斗 ０ 弟 む ｃ （ 杵 功 帥 ざ バ 督 沖 ・

・ 耐 ぎ ゆ 氷 サ 沖 （ 甲 丼 ′ 膨 ヤ

】 あ く れ 辛 ― 卜 め 鞘 掛 珊 球 軸

出 斡 帥 謝 ｏ 産

“ 導 曲 鞘 さ 嶋 Ｔ ギ ｏ 泌

】 沖 ＞ 鋤 材 ヘ ギ ゆ 舶 悶 ｏ 盟

小 ｕ ” ω Ｏ

部 紬 隷 僻 琳 き 叫 じ

臨 本 ” 整 § 輸 郷 ｏ と 。

即 軽

市 排 洲 伸 囲 く Ц 騨 紛 柵 紬 韓 瀞 冊

剛 介
】 紛 柵 醜 沖 卜 鶴 喘 単 や 心 鮒

（ 輔 単 静 剛 僻 耐 め 韓 碑 欝 ♪ ）

Ｎ 紛 柵 細 坤 へ く や 伸 ” 部 軸 沖 ざ 僻

船 曽 耐 麹 珊 対 佛 ・

” 丼 卜 く 騨 戦 的 ド 耐 や Ｔ 。

町 ぁ く れ 導 ― い ９ 朝 囲 僻 欝 介

・ 鞘 ぐ 齢 も い

押 割 Ｓ 船 僻

モ 均 寸 く ω サ 即 ド 船 柄 叫 か 。

斗 卜 く 部 け 耐 汁 抗 寸 く か

（ 母 キ ざ 局 部 む 村 ｒ 人 Ｌ

謝 研 け Ｏ Ｌ 加 齢
，Ｎ 門 蛇 田 Ｖ ｕ 珊 蛸 榔 お 村 斗 導 騨

げ 叶 ｕ じ

” 村 単 尊 剛 叶 ′ 潮 鮒 ン ざ 夕 沖 ＞ 曲

＝ 郎 僻 滞 ▼ 船 飾 割 高 測 叫 。

口 轟 珊 い 掛 僻 部 ぢ 対 剛 〈 い 冨 ン ト か 。

（ い め ふ Ψ ）

↑ 斗 洋 く ０ 益 掛 付 ギ か Ｌ

ヒ 地 球 ０ 洋 ゆ 舗 齢 細 ⑤ 激 沸 畔 油 珊

叫 か 。 （ 欝 【 何 喘 単 芋 い 椰 蔀 車 が ）

口 耶 め 田 部 僻 赳 沖 げ 瑠 地 ぐ 僻 引 い 叫 ｏ

ｓ 軸 罪 器 僻 ― 椰 油 瑚 サ 伊 耶 じ バ 〈 ぶ じ

『 Ｈ 屯 出 ￥ 】 珊 岬 Ｎ さ 廿 単 芋 騨

い 郎 ｕ ｏ

田 締 冊 冊 ′ 船 締 鵬 ９ 翔 盟 郎 ≡ 軸 緋 隷

（ 津 部 時 ヽ キ く 〈 き 掛 ” 研 岬 ぶ 〉

じ 轟 禅 謝 郁 洋 督 鞘 剛 ハ さ 河 ン ド ふ ・

口 対 単 や 剛 研 部 柳 郎 バ バ 剛 叫 い

。 部 期 ン さ 部 珊 椰 ゆ 持 力 剛 対 ｏ

” 排 抄 騨 沖 ｕ 挙 珊 ｍ Ｓ 貯 ナ 剛 か

。 鞘 丼 閣 ＄ 部 鮒 硝 鋼 眠 喘 ▼ Ｙ 喘 ― ぬ

漸 げ 僻 部 覗 （ 軸 器 測 Ｎ 挑 Ｖ 】 【 〕

。 鋼 押 剛 既 翔 叫 Ａ （ 盟 腎 蔚 Ｗ Ｔ 職 寸 即 即 舎

” 鞘 Ｆ い ノ 輔 単 挙 ぶ 総 剛 〈 母 守 Ψ 】

母 珊 冊 鉾 剛 や Ｙ Ｏ 杵 ― 四 諦 掛 闘 Ａ

ド ヽ （ 的

齢 湘 喘 闘 い 」 ド 嘲 い ぱ 〈 ゆ

翻ヽ 剛 鵬 ボ 滑 帥 帥 備 ド ｘ 網 鞘 ）

田 部 船 ゆ 鞠 せ 欝 ＄ 難 牌 剛 沖 ”

” 排 ギ 【 鞘 毬
，
酬 開 帥 騨 拶 骰 部 ６

Ｈ 脚 蛇 闘 Ψ 郁 榊 悶 部 か じ

（ 瑠 ― 蛸 功 剛 榔 ふ 錦 翌 む

， 榔 鱗 舗 郁 熙 搬 対 い 。

ウ 細 母 ン き わ 剛 測 ｏ 料 判

。 聖 剛 ０ 珊 群 藤 （ 勝 嗣 瞬 付 け 学 ）

口 ぁ く 晋 ゞ ― 卜 封 田 僻 悶 ｏ

曲 洲 仲 剛 飾 再 引 封 団 か 当 酒

サ キ い ｏ

】 田 鞘 帥 『 冊 用 岬 陶 域 持 即

帥 げ 岬 神 い ｏ

【 刊 器 じ

】 出 Ｙ さ マ Ｔ 部 門 ｔ 持

（ 船 掛 帥 耶 隷 』 割 脚 剛 】 沖 ＞ 細

Ｔ へ ▼ 』 挑 く こ

口 斡 飾 報 ｏ 弔 逮 里 ず

】 剛 飾 部 珊 ！ 副 コ 隷 ｏ 刊 刊

ｗ い 帥 踊 細 き 田 酌 榔 ０ 斗 冊 【

。 地 脚 僻 琳 伴 さ か 一 浮 ＞ 細 Ｔ へ ▼ か ）

戦 加 酷 げ

・ 総 珊 闇 聯 付 く ブ ｏ 盟

油 ‐ 労 嗣 斡 剛 ピ ゆ 網 闘 騨

ぃ 却 け 油 群 部 門 く 蛸 帥 小 坤 Ｈ ｔ 喘

四 料 勝 油 部 坤 常 く 対 釧 仲 闇 踊

坤 日 咤 苺 脚 部 胸 附 祈 い ０ バ ギ せ い

い 帥

榔 酬 輸 袖 岱 建 Ａ ｐ 的 豊

Ｎ 翻 抑 附 弥 狩 珊 帥 備 ポ ｘ 部 躙 ｗ

ｈ 聯 部 ′ 醐 難 沖 ざ 淋 ジ

。 喘 丼 神 な け げ 計 丼 付 軌 碑 畔 灘 か

‘ 帥 韻 鵡 い 神 紳 諷 舶 覗 酎 醐 介

却 紳 抑 僻 引 湘 調 掛 騨 曲 掛 琳 珊 将 ｏ

Ｎ ■ へ 将 軸 部 器 ハ 帥 韻 齢 口 榊 捕 抑

舶 軸 弾 さ へ 寸 喘 〈 ト バ 丼 鞘 帥 ｏ

。 け げ 弱 輯 郁 鱗 悌 叫 。

中 期 紛 罰 輔 単 導 剛 榊 冊 輸 苺 畔 腎 鴫
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平成 2夕年度 育児の年間計画

｀

t

名 Hll(二年
月 日)

I期 E期 配期 Ⅳ 期

山

回

袴
t皓

r‐r2す、

4、 えθ

食

事

/☆寸2 rヤ

'3と

の浴畔。

2徹盟モ卿 ,ij]:どををごi
こt銘ド撮確ユ引Aひ体

1めと後
おづわ叫の期 浮ふとしエル研る。

■7bンをっけ、自分ご働を守ズ多うとひみ

!濯薯長1う盈軍ど
か`約'卜う

着

脱 撤 盤館!摘熟名克_

イエ学でごととことと矢。らせる。
1里堺に下鮭ムる。

コカて,ら■て朝ヒセtユニうイ砕。

掛こ磨P作
りヾら揮るとこ引ム ・,ヒ千、勢ヒtaヶ泣―tょ a)と すみ

ロギマ/、 入ネツフ
°
Ft工研

｀
す。

しボタン,ス チッフ
°セクt'工 )と すち,

・黙 にユ
'こ

ナられて承残現?rt r‐ 杉ウと″

・自分すら宍4らせてMレ八f子く。
排

泄

,t屁標ゼあ威力が,曽える。
・ P,1脇ドほて

中揮け志t円げ、ス人せ二て入えよつとする。
れ対しヽみれィャみ

Vあいぜ9そして様ド劇 、旅

・が後村卜竹支、黙 tラ脚けらAr"
睡

眠

―D績  (
黙 !t対ら海 昨焔 日め)と偽

働筋鳥卜へ行や、ん笠―続ttあ競 日をうヽ/よクと研る。

場革 、■ほモrtrtんでンvStこ八十'tiわ とす
。欺  〔こえ寺られrJびち争み夕えιt、

十オ予)とすみ。

清

潔

。
ヨ尊ドArcら メ大ti共切らせ、イ府みで行駒

____ ・誰と,縮ドわ打マ

,ゲゥ)とする。 片緑ずうづめるようt[「 Fろ

言

葉

―弟文～二言3光

れrJ,0名摘t高う
脇坪rf賀明と学鍔ひ夕崇る 二第夫～ユ吉を文 自分り宅ギを含斉をイ友え工)とする

ん位の谷話がス介え|ど ばる。

サ及

本

裸

れ

３

８

律

次

食

事
こぼわ当雅佐まるヽ一人

`ヽ

ド Srする。

おづわりのあ凩泉トモしようとい。 "竹
ン[少 スヽ自分ひロセキギこうとする 白仇イ矩ヨtヽ て海ツ、か な幼 ,卜ら

4挙避【私フ憶、る_
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脱
助trらね[印ヒ[L江こうと0る。
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聯ヽピ千、酔しヒ身分孤よこうと0み。
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やススんフ七自分なメr■ )とすみ。

ブした
`わ

力trらねォ4た外とrtトウうとすを

排

泄
4■申ざAttこ と球げ対る

J昆器L:標hと?__
ィα様ぜあガ骸カドレ首えみ。

中封F品が操CrⅢ
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。人人tt子式いそ↓ら)。

睡
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大AL崩ねみヤ、私む巴Rろうと研ろ

自分りヽ レマ満、大注―桁t=鵜 !あしマフをレて桜 に[エリ、イ
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らればが
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潔
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“
〕らし、4腔κ P
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言
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的単r■

tttβ
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ャ
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広
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食
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縄 盤 後 ぬ 協 ?… … … _…

着

脳
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灯ッ九 t工研材。打

彬
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排
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睡

眠 と,笹■生誉翌胃郷饗!比
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一回収 ‐

八大〔こ央寺らネあ中ネ 4母二塾望ヒ
白夕洸分↑卜/卜 Aイ ホせ、ブしたじ

―
材 tこお妙 Lャ 館 舞、村 卜ヘイや、ブy“ こユつt'

…党F端 す_g段留比Fl基監
'あ iLJク をしてネ舞ドrツ、

打倒輩!■2支後!…

主
同

詔
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事
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そ守つ。・″ラスコッ7P●ウ白3/7入ゥ
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排
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潔
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身ヽハの方潔rtブ初口碑。

!富抹とィォ為の―多女 

―
じ向合る～―籍々

自筋 バ井Aそ ]せ秀官えL“ギフ

便ぜⅢ2、 岸4か売)と0な。 穴人と―ネ汚rど 争ラえ
``と

た,と″a。

―静た、二持史

漁「うのん前で古)

簡単r注 リコ可しC斡きな本える
言

葉
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N帆 ‖

ゆヽり
子どものすること

`4～
6月 ) Ⅱ期  r r7～ ?月 ゝ

燃
索
的
あ
そ
び

A晋 目

末ヤ略、倹す、冷う、 集めら、あtする、

いめる、大払替える、かめる、ぃじ
｀
る、

村判す、畝がす、ひ)(v止守、房曇とす、
子丁ら梅 せる、 ,こめ、へこよせる、
ぐりW ttげる、分しtデる、子とし,げえる、
キ首セひねる、十足七温す、 ひろtドる、
分trる 、ば、る、・卜ら研、 □め、
7シャ7米 にする、タィ本t増とう、

お子と こf及型i能
)「―一―土_

ラッフ
°力伊

フェゥトネァフ
°

子チヤン

Elンデト'こ天)

狩

(示器)      ぱ飾b)

六旋 タッr←     穂
F｀!スタ姥瑠ぱ          く‐fヽウス

騨)KID_     ャ争ゼし(はめる)

此 下ボHレ      ロイ

一 … 一 )

]ムと

だと世アニ1レト
t/ン ケ

｀`

スフ4/

ゐ千曽施
コヽッフ

°

ヌフ
q!ンゲ

｀
て
|ンク

｀̀

操
作
的
あ
そ
び

並バる、績ひ、銘に言さめる
穴ば出邑げ、電ユ弟尽とし、
同維、日この物を集める、わ脇、

ひウと囲 、 口aる、た1ドみ、っぃぐ
とめる、t貯す、字命l_Tな 、

定ねカッ7°

ポストドックス  .
′ヾズ`レ

ひウ肢 、(じザω 、ミシ珠、騨夕が )

マジン7テ
,カギ7工 1レ ト

屯ヤスロ'7°

ホ`ス ■財ドレ

NIじ λrl-7。 (11ヽ )

′ヽウスク,ヴれ!せLン

7°

'ス

テン

良あせ漁、

マク号トント

ス■ッフ
°
イ寸 7・ 1レト

“   め寺登

文ウッキンゲ ゲうデとカン

帖
追
的
あ
そ
び

O絞め、通暢 、電ねる

茶ジ河鉢ゎせモ  ネ策め、並ボる、醜
卑ゃ抹v幹%と 共身せる

酪 協 )郎
いヽ草あ 鍬 る

紡 谷わせて並ぺr_り 、これrtり しrく ものの中に,

おキお人干夕[入れrこ り、あ回じゃ赤tこ 月立て

ぬいぐるみと勧ザそルびる。

ヰね 時?械八 伍 rヽi、 )

コiレク伊木

分ュtゴこ科形骸六

四苗

二!レ 7ム

お台基AFタ

字t親 、デゥスチンク)

ネ展tぜ八

t「 rこ らく卑

世
話

口
役
あ
そ
ぴ

十人平夕、ぬtt(｀るかtt狭表略浴ボごじらヽ寝づ寸る

入決 する、一柄 こヽひ,t略

なヽ自分!ド末知ュして↓らィlヽ ることと年ジ凡エクとする
。
)足深する (干 F、 どこrじめ)

対静余をする(ネゃFll月 じ拭つと0み )

1料理する (スチンで`泥球こり、約 に並村二7

碑。」文,ft物を放って、ィや う
とする。)

や 料多里セ八打夕t=/佼ズぜしょうとする。

八千夕ヽ 族沌ヽぐらか   トレー

布      れ 7吹
!ぜ ケ`/         スヵ″ト
カドン      布回

み 力      私
〔ルゲ     くっ千叫ガ

は

パットドHレ

ユッ7°

スフとン

ポー千

tlヰ勿Aれ (マ乃クティカ寸、スル7竹ヤ)

お持y鵜

八千夕開>カン、口拭ゼ

あ
∵
ら
べ

つヽ
た

氏魚こわらバうrtと 敬て拐 )。

氏代と,rdLこゎらバう:こ こ☆け。
人『夕、ぬしヽぐみみにわらバ)rt弾%rこ りする
くa巧洋ドブ弘tとして↓ら,て

tヽること
'ユ

ラえしようとびろ

3彬 〔司をでわらバうrtと 長族)rじ り、11学と

率卜しr―り、ぁそtf七 )rてをしようとする。

I期 工期

あ

そ

び

ybすい●Wらん

っχてせわ,(

タタ
'コことtraこ

ヵゴちす
｀

なんづをやわツ

)えうちしr_げら
せんぞうや

朋 ドみうげみ
どたぶめめ` 力たしヽ

あ
Ｚ
ば
せ

オッタ3乃タコ

t｀ うリ

いうぁど

ぃうじ(tこんじん

つょうの州理タ

ぉう2ンビみえ

2'督例 してぐ

浮―メン、 7々メン

とのβみちし材t,

トウ守9ウ ト

1/ヤ昭和マクデ

とこFた こ,くυい

均代ぢん

ト

キ
′

ェ

ッ々)コ

パラだ
｀

オ)を

't才

カフ″7
7シ 7シ

キマー●/Xブセニ

タ】レでサン

ガ」び
｀
キ
trtサ

″ψや′′せナそ tヽ )′賛(ゼ;ざく

てたてたこうりん

ウげ ウ`け子い

和 けヽてクダ防ヽ

ヽ
フ

ｒｔ

千と一リッズ

トAt煎ゴ

うにしエ

注どズわt
あめあめせたど町

o■、どん(「し

せゼtと ,こたご< 畝

"う

どユの夕にのT■び 」ルせぜチえらヽり

ひどヴ』口兜ん
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ゅ      能児
III:朝  r′ の～ ′2用 ) IV期  `/～ .3幻 )

ち百畳

鰈
莱
的
あ

そ
び

お泄 (傍翌、約及)  料 トドトtレ   ____
ラップ馬ヽ        ボウ

tレ

花型フェtレ ト

れとャン

ゴ次塾

スプヤン

ユッフ
°

お令当ネ笛    .
束あマ7、ッtぜ―

てし ?綽
噺炭】く皿

卜し―

Nicス 8-7° 00

操
作
的
あ
そ
び

こね角ツ79           デラスサン

維 トポも
'入

      拷くの不
rマズレ

ひし通じ

マデンクテ~フ靴寸フェtレ ト

六あご角、

マヽヽ ト

スヵフ
°
f寸 7・ 1ウト

f′   あ子必

ボタh/4寸 フエtレト          ビとコデ称とし

ガ材取出 み       十呑rこ おし

7イ クリッフ
°

カラービとヌド

ボタ決>ス

構
造
的
あ
そ
び

lfttw的 7枝禾tえ 卜ヽ)    幻ナつツフ°

■ヽレク綾八

●`■差称材木

R苗
ミ|レク拡

おヤとム打タ

74tレ次ケλジヤラ         ・

tま「も〈字

レガ 本妹

緑 路

ラ=↓ 申ゥト

世
話

口
役
あ
そ
び

人ヽ平夕用ルせ/

才て1レ

カンブ宅~

1示溝 十

村 し:白R′

和

キッチン              ン¥月&タンス         Ⅲ

揃            バストtドン スヽルフ打)

フライ!゛ ン              ネ行夕例阿&

おい

イス

Ⅳ期

４
げ
ら
鮒
デ
た卜′
．　
農

III期

′θ口 ′′自 r2β /自 2日 3日

せたパtヽ せたバい

riパ ぼべヽ

しゅしっし・| ゅルノ カ労も

りヽ4,こ やヽ 1〔 が告け竹岳ちlン
|

セサP↓↓や

t、 せたゼうら`どR

オオヤデ3ヤデ

そ,7の れデみ

こたせのだ
1み

メンタ)タツタク

おt'』卜およめい

コ_デ t`2

オッタつ

っcて ご″,そ

ゼも牧ぶらェ

せクゼFぷ ト`カウ人
汀【快″」ん
4ッスジドウ/
ここで■2)(したt

タマゲリ

本ォサく,ガレ′ヽ

うクウモリ4′ ヽ

tち /Sせ くことおヾく

卜)Aン トン

かせ0み ガ彫沌ん
し`うぴた ちゆぴん

オaデ キツギサ 工>「
1ワ
セ/‐ ヤ

あたよ体t職がせよもをi

タマ′ツ
イ■ノ

"れ
>

ひとやとこえて 帆bり t,Cじとtたい しoこよるしろし`

お正月くるくる

てねれぅtF

桃 し■うtt)`よ う

でたならt'ゆ )(r｀

まり,うよ、
ひriゼユ こせユ

めみ理の歩に




